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～小さな命を見つけよう！ ビオトープ観察会～

「網を手に、ビオトープで生きも

の探しに夢中になる児童たち」

今年も対象者の皆さま全員に採り立ての「新茶」

をお届けしました（＾＾）

記念品の配布にご協力いただいた皆さま、誠に

ありがとうございました。

敬老者の皆さま、これから暑さが厳しくなる季節を

迎えます。どうぞお身体に気を付けられ、いつまで

もお元気でお過ごしください。

〇敬老事業実施しました（＾＾）

〇 ～石城小 生き物教室～

６月１日（月）

石城小学校３・４年生を対象に、生きもの調

査が行われました。児童たちは日本野鳥の会の

松田久司さんと吉岡宏之さんのサポートしても

らいながら、山田大池ビオトープに入り、タモ

網を使って水辺の生きものを採集。捕まえた生

きものを観察しながら、身近な自然について楽

しく学びました。

また、生きものが暮らす環境や命の大切さにつ

いて理解を深めるとともに、地域の豊かな自然

に触れる貴重な機会となりました。

子どもたちは「こんな生きものがいた！」「初

めて見た！」と目を輝かせながら調査に取り組

み、自然の不思議や発見を楽しんでいました。

（＾＾）

〇敬老該当者数

７５歳以上 458名

〇１００歳以上の方

１０５歳 １名

１０４歳 １名
１０１歳 ２名

１００歳 １名

～石城地区人権の集い（ご案内）～

６月２７日（日）に石城小学校にて「石城地区人権の集い」が開催されます。 家庭・地域・学校が一体

となって人権意識を高め、地域住民みんなで人権について考え、よりよい地域社会を築いていきましょう。

多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

〇講演会 人権コンサート 「人権の力、平和の力」

講師 繁枡（しげます） 義一（よしかず）氏

（元愛媛県人権・同和教育推進主任）



 

 ☆ 中山ゆたか石城録 ☆

～石城の便利屋さん～

せいよ地域おこし協力隊の中山 寛です！ 新緑と初夏の空気感を楽しむ間もなく、真夏のような陽気が続いた

かと思ったら平年より３日早く長雨のシーズンに入ってしまいましたが皆さんはいかがお過ごしでしょうか？今年も５月半ばにはあちこ

ちで蛍が確認されましたね。我が家の庭でも水路際でホタル観賞することができ、感激の毎晩（ほたるみ酒）となりました。６月に入り、

皆さんからご指導をいただきながら2度目のお米作り（にじのきらめき）を開始しました。昨年は雑草の抑制ができず大失敗に終わり
ましたが今年は反省点を活かしていきたいです。今月号もトピックは３つです。

①最近の『石城のなんでも屋』しごと ／ 【３年目を迎えたなんでも屋ここ最近のご依頼内容】

※なんでも屋仕事の楽しみは何といってもお客様とのコミュニケーション。石城の昔話や皆さんの武勇伝を聞くのが大好きです。

家庭用壁掛けエアコン清掃 倉庫屋根塗装 法面の雑木・竹伐採 お庭の草引

➁笠置峠古墳環境整備 ／ 【笠置文化保存会メンバーによる笠置峠の草刈りと草引きと清掃】
※今年もついに草刈りシーズンの到来！！この日は40ｓ～80ｓまでの１１名が参加し午前中を中心に整備が行われました。

作業前、集合場所での雑談 女性陣による手作業での除草 恒例の集合写真撮影

③蔵バル なんでもや ／ 【美味しいお酒 と 小鉢 と 古道具の店】11月吉日プレオープン予定！！

※自宅敷地内の蔵を改装して、どなたでもお気軽に立ち寄っていただける飲み屋（ノンアルもコーヒーもあり）を始めます

2025年3月頃の状態 残置物を処分（一部リユース） 2階は古道具・雑貨販売エリアに 厨房からの眺め（イメージ）

中山ゆたか石城録をご覧頂きありがとうございます。何と言いましても一番の報告は｟蔵バル なんでも

や｠です。自身の世界観に振り切ったコンセプトは・・・レトロで、遊び心満載で、生ビールは必須で、

ちょい呑みもまったり呑みもできて、地産食材のおつまみが食べられて、地域のコミュニティとしての

役割もできる、懐かしいような新しいようなつまり、なんでもや。2年間、地域おこし協力隊任期終了後

にどんな生業でどう生きていこうかを模索し、このような結論に達しました。『石城のなんでも屋』と

｟蔵バルなんでもや｠複数の業種で起業することがリスク分散と収入安定に繋がるかどうかはやってみ

ないとわかりませんが、楽しみながら自己実現に向けて努力する所存です!

石城のなんでも屋／蔵バル なんでもや 中山 寛 090-4737-9703 （どうぞよろしくお願いいたします）


